































































































































































































































































































ズ1088号８頁以下（2002），杉田雅彦「PTSD 裁判の動向と問題点 ── 混迷を深める
「PTSD 概念」から脱却の兆し」判例タイムズ1138号22頁以下（2004））。
　問題は地域の環境価値の計測方法である。ここで注意しなければならないのは，
－  －
都市アメニティの価値を計測した場合，投資額との対比を考えるときには，マンシ
ョン開発などで喪失されるアメニティの測定値は，「失う価値の最小値」として解
釈すべきことである。
　本稿では，国立景観訴訟最高裁判決を契機に，景観法制とこれと対峙する規制緩
和政策の流れ等を整理してきたが，わが国においては，より環境・景観に配慮した
生活基盤を中心とした都市形成が実施される必要があろう。都市形成とは，学際的
問題であり，筆者の今後の研究においても，民法学を中心にしつつ，関連専門分野
の知見を取り入れた研究を行おうと考えている。
